


　当中間期のわが国経済は、企業収益の改善、設

備投資の増加、欧米･アジアの景気を背景にした

堅調な輸出などに支えられ、緩やかな回復基調で

推移しました。しかし、原油や原材料価格の高騰、

米国自動車メーカーの業績不振などが続いており、

景気の先行きが憲火 ァておょまÜ0
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代表取締役会長

　世界的

り、柄ほ

撒a念材料があります。

　当社グル鋤

プとしましては、商品開発力、

製造力、

販売力を高めるとともに、さら撒るコストダウ蔀

や 産性向上ま蛇り組み四一層徹的して、�

拶 崣、 Ħ力珊向上衝は稙業てまいります。
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